
 

議

案

第

十

五

号 

 
 

 

港

区

幼

稚

園

教

育

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

三

十

年

二

月

十

四

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

港

区

幼

稚

園

教

育

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

 

港

区

幼

稚

園

教

育

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

（

平

成

十

二

年

港

区

条

例

第

三

十

六

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 

第

十

一

条

第

一

項

中

「

の

す

べ

て

」

を

削

り

、

同

条

第

二

項

第

二

号

中

「

及

び

孫

」

を

削

り

、

同

項

第

五

号 

を

同

項

第

六

号

と

し

、

同

項

第

四

号

を

同

項

第

五

号

と

し

、

同

項

第

三

号

を

同

項

第

四

号

と

し

、

同

項

第

二

号 

の

次

に

次

の

一

号

を

加

え

る

。 

 

三 

二

十

二

歳

に

達

す

る

日

以

後

の

最

初

の

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

あ

る

孫 

 

第

十

一

条

第

三

項

中

「

額

を

合

計

し

て

得

た

」

を

削

り

、

同

項

各

号

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。 

 

一 

前

項

第

一

号

及

び

第

三

号

か

ら

第

六

号

ま

で

に

該

当

す

る

扶

養

親

族 

六

千

円 

 

二 

前

項

第

二

号

に

該

当

す

る

扶

養

親

族

（

以

下

「

扶

養

親

族

た

る

子

」

と

い

う

。

） 

九

千

円 



 

 

第

十

一

条

第

四

項

中

「

（

第

二

項

第

二

号

に

掲

げ

る

子

に

限

る

。

以

下

同

じ

。

）

」

及

び

「

（

同

項

第

二

号 
に

該

当

す

る

子

が

あ

る

場

合

に

あ

っ

て

は

、

特

定

期

間

に

あ

る

当

該

扶

養

親

族

た

る

子

の

数

か

ら

一

を

減

じ

た 

数

）

」

を

削

る

。 

 

第

十

二

条

第

一

項

第

二

号

中

「

前

条

第

二

項

第

二

号

又

は

第

四

号

に

掲

げ

る

」

を

「

扶

養

親

族

た

る

子

又

は 

前

条

第

二

項

第

三

号

若

し

く

は

第

五

号

に

該

当

す

る

」

に

改

め

、

同

項

第

三

号

及

び

第

四

号

を

削

り

、

同

条

第 

三

項

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。 

３ 

扶

養

手

当

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

事

実

が

生

じ

た

場

合

に

お

い

て

は

、

そ

の

事

実

が

生 

 

じ

た

日

の

属

す

る

月

の

翌

月

（

そ

の

日

が

月

の

初

日

で

あ

る

と

き

は

、

そ

の

日

の

属

す

る

月

）

か

ら

そ

の

支 

 

給

額

を

改

定

す

る

。 

 

一 

扶

養

手

当

を

受

け

て

い

る

職

員

に

更

に

第

一

項

第

一

号

に

掲

げ

る

事

実

が

生

じ

た

場

合 

 

二 

扶

養

手

当

を

受

け

て

い

る

職

員

の

扶

養

親

族

で

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

届

出

に

係

る

も

の

の

一

部

が

扶 

 
 

養

親

族

た

る

要

件

を

欠

く

に

至

っ

た

場

合 

 

三 

扶

養

親

族

た

る

子

で

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

届

出

に

係

る

も

の

の

う

ち

特

定

期

間

に

あ

る

子

で

な

か

っ 

 
 

た

も

の

が

特

定

期

間

に

あ

る

子

と

な

っ

た

場

合 

 

第

十

二

条

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。 

４ 

第

二

項

た

だ

し

書

の

規

定

は

、

前

項

第

一

号

に

掲

げ

る

事

実

が

生

じ

た

場

合

に

お

け

る

扶

養

手

当

の

支

給 

 

額

の

改

定

に

つ

い

て

準

用

す

る

。 



 

 
 

 

付 

則 
（

施

行

期

日

） 

１ 

こ

の

条

例

は

、

平

成

三

十

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。 

（

扶

養

手

当

に

関

す

る

特

例

措

置

） 

２ 

平

成

三

十

年

四

月

一

日

か

ら

平

成

三

十

一

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

け

る

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正 

 

後

の

港

区

幼

稚

園

教

育

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

（

以

下

「

改

正

後

の

条

例

」

と

い

う

。

）

第

十

一

条

第 

 

三

項

並

び

に

第

十

二

条

第

一

項

、

第

三

項

及

び

第

四

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

改

正

後

の

条

例

第

十 

 

一

条

第

三

項

第

一

号

中

「

前

項

第

一

号

及

び

第

三

号

か

ら

第

六

号

ま

で

に

該

当

す

る

扶

養

親

族 

六

千

円

」 

 

と

あ

る

の

は

「

前

項

第

一

号

に

該

当

す

る

扶

養

親

族 

一

万

円

」

と

、

同

項

中

「

二 

前

項

第

二

号

に

該

当 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「

二 

前

項

第

二

号 

 

す

る

扶

養

親

族

（

以

下

「

扶

養

親

族

た

る

子

」

と

い

う

。

） 

九

千

円

」

と

あ

る

の

は 

三 

扶

養

親

族

た 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四 

前

項

第

三

号 

 

に

該

当

す

る

扶

養

親

族

（

以

下

「

扶

養

親

族

た

る

子

」

と

い

う

。

）

で

十

五

歳

に

達

す

る

日

以

後

の

最

初

の 

 

る

子

の

う

ち

前

号

に

該

当

す

る

も

の

以

外

の

も

の 
七

千

五

百

円 

 

か

ら

第

六

号

ま

で

に

該

当

す

る

扶

養

親

族 

六

千

円 

  



 

 

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

あ

る

も

の

の

う

ち

一

人

（

職

員

に

配

偶

者

の

な

い

場

合

に

限

る

。

） 

一

万

円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と

、

改

正

後

の

条

例

第

十

二

条

第

一

項

中

「

二 

扶

養

親

族

た

る

要

件

を

欠

く

に

至

っ

た

者

が

あ

る

場

合

（ 

 

扶

養

親

族

た

る

子

又

は

前

条

第

二

項

第

三

号

若

し

く

は

第

五

号

に

該

当

す

る

扶

養

親

族

が

、

二

十

二

歳

に

達 

 

し

た

日

以

後

の

最

初

の

三

月

三

十

一

日

の

経

過

に

よ

り

、

扶

養

親

族

た

る

要

件

を

欠

く

に

至

っ

た

場

合

を

除 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「

二 

扶

養

親

族

た

る

要

件

を

欠

く

に

至

っ

た

者

が

あ

る

場

合

（

扶

養

親

族

た

る

子 

 

く

。

）

」

と

あ

る

の

は 
三 

扶

養

親

族

た

る

子

が

あ

る

職

員

が

配

偶

者

の

な

い

職

員

と

な

っ

た

場

合

（

前 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四 
扶

養

親

族

た

る

子

が

あ

る

職

員

が

配

偶

者

を

有

す

る

に

至

っ

た

場

合

（

第

一 

 

又

は

前

条

第

二

項

第

三

号

若

し

く

は

第

五

号

に

該

当

す

る

扶

養

親

族

が

、

二

十

二

歳

に

達

し

た

日

以

後

の

最 

 

号

に

該

当

す

る

場

合

を

除

く

。

） 

 

号

に

該

当

す

る

場

合

を

除

く

。

） 

 

初

の

三

月

三

十

一

日

の

経

過

に

よ

り

、

扶

養

親

族

た

る

要

件

を

欠

く

に

至

っ

た

場

合

を

除

く

。

） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と

、

同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

 

条

第

三

項

中

「

に

お

い

て

は

、

そ

の

」

と

あ

る

の

は

「

又

は

扶

養

手

当

を

受

け

て

い

る

職

員

に

つ

い

て

第

一 

 

項

第

三

号

若

し

く

は

第

四

号

に

掲

げ

る

事

実

が

生

じ

た

場

合

に

お

い

て

は

、

こ

れ

ら

の

」

と

、

「

そ

の

日

が 

 

」 」 



 

 

と

あ

る

の

は

「

こ

れ

ら

の

日

が

」

と

、

同

条

第

四

項

中

「

の

改

定

」

と

あ

る

の

は

「

の

改

定

（

扶

養

親

族

た 

 
る

子

で

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

届

出

に

係

る

も

の

が

あ

る

職

員

で

配

偶

者

の

な

い

も

の

が

扶

養

親

族

た

る

配 

 

偶

者

を

有

す

る

に

至

っ

た

場

合

に

お

け

る

当

該

扶

養

親

族

た

る

子

に

係

る

扶

養

手

当

の

支

給

額

の

改

定

を

除 

 

く

。

）

及

び

扶

養

手

当

を

受

け

て

い

る

職

員

の

う

ち

扶

養

親

族

た

る

子

で

同

項

の

規

定

に

よ

る

届

出

に

係

る 

 

も

の

が

あ

る

職

員

が

配

偶

者

の

な

い

職

員

と

な

っ

た

場

合

に

お

け

る

当

該

扶

養

親

族

た

る

子

に

係

る

扶

養

手 

 

当

の

支

給

額

の

改

定

」

と

す

る

。 

３ 

平

成

三

十

年

三

月

三

十

一

日

に

お

い

て

、

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

前

の

港

区

幼

稚

園

教

育

職

員

の

給

与

に 

 

関

す

る

条

例

第

十

一

条

第

二

項

第

二

号

に

該

当

す

る

扶

養

親

族

た

る

子

の

う

ち

一

人

（

職

員

に

配

偶

者

の

な 

 

い

場

合

に

限

る

。

以

下

「

配

偶

者

を

欠

く

一

子

」

と

い

う

。

）

を

扶

養

す

る

こ

と

に

よ

り

扶

養

手

当

を

受

け 

 

て

い

る

職

員

（

同

号

に

該

当

す

る

扶

養

親

族

た

る

子

（

配

偶

者

を

欠

く

一

子

を

除

く

。

）

を

扶

養

す

る

こ

と 

 

に

よ

り

扶

養

手

当

を

受

け

て

い

る

も

の

を

除

く

。

）

が

、

こ

の

条

例

の

施

行

の

日

以

後

、

引

き

続

き

、

十

五 

 

歳

に

達

す

る

日

後

の

最

初

の

四

月

一

日

か

ら

二

十

二

歳

に

達

す

る

日

以

後

の

最

初

の

三

月

三

十

一

日

ま

で

の 

 

間

に

な

い

配

偶

者

を

欠

く

一

子

を

扶

養

す

る

場

合

（

当

該

職

員

が

改

正

後

の

条

例

第

十

一

条

第

二

項

第

二

号 

 

に

該

当

す

る

扶

養

親

族

た

る

子

を

新

た

に

扶

養

す

る

こ

と

に

よ

り

扶

養

手

当

の

支

給

額

が

改

定

さ

れ

る

と

き 

 

を

除

く

。

）

そ

の

他

こ

れ

に

準

ず

る

場

合

に

は

、

改

正

後

の

条

例

第

十

一

条

の

規

定

及

び

前

項

の

規

定

に

か 

 

か

わ

ら

ず

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

年

度

に

限

り

、

当

該

各

号

に

定

め

る

月

額

の

配

偶

者

を

欠

く

一

子

に

係

る 

 

扶

養

手

当

を

支

給

す

る

も

の

と

す

る

。 



 

 

一 

平

成

三

十

年

度 

一

万

千

五

百

円 

 
二 

平

成

三

十

一

年

度

か

ら

平

成

三

十

五

年

度

ま

で 

一

万

三

千

円 

４ 

前

項

の

規

定

に

よ

り

扶

養

手

当

を

受

け

て

い

る

職

員

が

配

偶

者

を

有

す

る

に

至

っ

た

場

合

そ

の

他

の

同

項 

 

の

規

定

に

よ

る

扶

養

手

当

を

受

け

る

要

件

を

欠

く

に

至

っ

た

場

合

（

当

該

扶

養

手

当

に

係

る

配

偶

者

を

欠

く 

 

一

子

が

十

五

歳

に

達

し

た

日

以

後

の

最

初

の

三

月

三

十

一

日

の

経

過

に

よ

り

、

当

該

扶

養

手

当

を

受

け

る

要 

 

件

を

欠

く

に

至

っ

た

場

合

を

除

く

。

）

に

は

、

そ

の

職

員

は

、

直

ち

に

そ

の

旨

を

港

区

教

育

委

員

会

に

届

け 

 

出

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

５ 

前

項

の

規

定

に

よ

る

届

出

は

、

改

正

後

の

条

例

第

十

二

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

届

出

と

み

な

す

。 

６ 

付

則

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

扶

養

手

当

を

受

け

て

い

る

職

員

が

配

偶

者

を

有

す

る

に

至

っ

た

場

合

そ

の

他 

 

の

同

項

の

規

定

に

よ

る

扶

養

手

当

を

受

け

る

要

件

を

欠

く

に

至

っ

た

場

合

に

お

い

て

は

、

こ

れ

ら

の

事

実

が 

 

生

じ

た

日

の

属

す

る

月

の

翌

月

（

こ

れ

ら

の

日

が

月

の

初

日

で

あ

る

と

き

は

、

そ

の

日

の

属

す

る

月

）

か

ら 

 

そ

の

支

給

額

を

改

定

す

る

。 

（

説 

明

） 

幼

稚

園

教

育

職

員

の

扶

養

手

当

の

月

額

を

改

定

す

る

た

め

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 


